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複雑問題解決のための数理モデル

複雑系に挑む数学 〜脳からカミナリまで〜

私たちの研究室では、数理モデリングや実データ解析を通じて生命、社会、経済、医療、エ
ネルギー問題、⾃然災害などの幅広い対象を扱い、現象の理解と問題解決を目指しています。
同時に、これらの個別対象研究の基礎をなす理論や⼿法の確⽴を目指しています。また、最
先端数理モデル連携研究センターとの協⼒による研究成果を活かし、数理的⼿法を医療や⼯
学へ応⽤し役⽴てることを目指しています。

脳：脳機能イメージング解析
脳磁図は、脳の機能を非侵襲的に調べる⼿法の一つ
です。脳磁図データをグラフ理論の⼿法を⽤いて解
析することで、⾃閉症児と定型発達児で脳の機能的
ネットワークにどのような違いが生じているかなど
を明らかにしてきました。

⾃閉症児と定型発達児の脳磁図データ
解析例

雷が社会基盤（電⼒網、通信網、⾼層建築物、風⼒
発電⽤風⾞など）に及ぼすリスクを正しく算定する
ことは、その対策を考える上で重要です。私たちは、
雷を特徴づける各要素（位置、時刻、電流値、極性
など）と、季節、地域、気象条件などの様々な要因
との関係を、データ解析および数理モデリングの⼿
法を⽤いて調べています。

雷：雷データ解析

脳：神経回路モデルの理論解析
脳の柔軟かつ⾼度な情報処理の解明を目指して、神
経回路モデルにおいて生じる複雑な活動の様⼦を調
べています。理論的解析が可能で、かつ生理学的に
も妥当な数理モデルを⽤いて、様々な活動パターン
（不動点、振動解、カオス解、周波数間カップリン
グなど）の発生条件などを明らかにしてきました。 神経回路モデルの分岐解析（左）と

その複雑な活動パターンの例（右）

JLDN*観測データに基づく雷発生状況
マップ（表示は関東地方）

［複雑問題解決のための数理モデル］

*㈱フランクリン･ジャパンに
よる全国雷観測ネットワーク
(Japan Lightning Detection 
Network)
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